
会長挨拶

佐倉三田会会員・塾員の皆様、ますますご健勝のことと

お慶び申し上げます。日頃は7月の定期総会、12月のファ

ミリーパーティはじめゴルフ、囲碁、麻雀、カラオケ等の各

愛好会及び三田会サロン、更に千葉県合同三田会、近隣

各三田会、佐倉稲門会等々の活動にご参加、ご協力、ご

尽力賜りまことにありがとうございます。別途ご案内の通り、

本年 7 月 7 日（日曜）に佐倉三田会第 13 回定期総会及

び講演会、懇親会を開催致しますので積極的なご参加を

お願い申し上げます。

さて、平成 25 年 5 月 5 日（こどもの日）に東京ドームで

松井秀喜氏の引退セレモニーと長嶋茂雄氏、松井秀喜氏

への国民栄誉賞の表彰式が開催されました。安倍首相か

らお二人に賞状が授与される場面ではテレビに思わず拍手

を致しました。始球式も含めて野球文化の歴史に残る場面

といえます。

特に、常に長嶋監督の指導への感謝の姿勢を示す松井

氏と「松井君はこれからも野球一筋だと思う。国民を応援

するような気持ちで、野球道に集中してほしい」と松井氏へ

の期待を語る長嶋氏。お二人の心のつながりに美しさを感

じます。

この「心のつながり」をお互いに持っているのが慶應義塾

大学で学んだ我々塾員です。平成 24 年度も 6,390 名の

卒業生が巣立ち、塾員となりました。（平成 25 年度入学者

は6,840 名）。清家 篤塾長は平成24 年度の大学卒業式

式辞で次のように述べております。

『私は皆さんが、福澤先生の創立による慶応義塾に学ん

だことを誇りに、「実学」（自分の頭で考える力を養う）にもと

づき、「公智」（物事の軽重大小を判断する）を発揮し、また

「奴雁」（時勢にながされず将来を見据える）の視点で、将

来の日本と世界を少しでも良くするために貢献してくださるこ

とを期待しています』。

私達、佐倉三田会もまさに上記の事項を実践してきた仲

間の集まりといえます。会の目的は会員相互の親睦と、慶

應義塾及び地域の発展に貢献する事です。本年度から佐

倉稲門会と共催で合同講演会も開催致しております。佐倉

三田会会員・塾員の皆様、お互いに「心のつながり」を深め、

佐倉三田会の輪を大きく広げましょう。

S38 経 会長 保谷貞男

第 13 回佐倉三田会総会・講演会・懇親会のご案内

今年は冬の寒さの一入で、春になっても天候が定まらな

い日が続きました。佐倉三田会だよりのこの号を作っている

最中も烈風が吹き荒れています。

また、政権が交代して、景気の回復が期待されています

が、こればかりは天候のように激変しないで順調に行っても

らいたいものです。

一昨年三月の東日本大震災による被害からの立ち直り

は、まだまだの感があります。特に福島原発の後遺症は、こ

れから長い間続くようで心が痛みます。

世相は暗いことが多く、これからの日本の行く末た案じら

れますが、第 13 回の佐倉三田会総会・講演会・懇親会で

は楽しい企画を用意しておりますので、一夜を楽しくお過ご

しいただきたいと存じます。

大勢の皆さまのご参加をお待ち申し上げております。

◇講演会講師

片山杜秀 慶應義塾大学準教授

詳しくは、Page ９ のプロフィールをご覧ください。
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第 13 回佐倉三田会総会・講演会・懇親会

  日時： 平成２５年７月７日（日）

       午後４時～午後８時

 総  会：午後４時～

 講演会：午後４時４０分～

講  師：片山杜秀慶應義塾大学準教授

演  題:

 懇親会：午後５時５５分～

余興 慶應落研３名による落語

 会  場：ウィシュトン・ユーカリ・ホテル



◇余興

今年は母校慶應義塾大学から「落語研究会」の若き

落語家の卵達をお招きします。

お楽しみに！ （Page 9）をご覧ください。

第 12 回佐倉三田会総会並びに懇親会報告

日時： 平成２４年７月１日（日） 午後４時～８時

総 会： 午後４時～４時４０分

講演会： 午後４時４０分～６時１０分

懇親会： 午後６時１０分～８時

会場： ウィシュトンホテル・ユーカリ

出席者（会員） ４６名

ご来賓： １２名

講 師： １名

エンターテーナー： ３名

総勢： ６２名

【ご来賓】

慶應義塾大学理工学部矢上研究支援センター事務長兼

科学技術研究センター事務長 栗生 賢一郎 様

佐倉稲門会 会長 高橋 輝久 様

佐倉稲門会 会計幹事 木原 亨 様

船橋三田会 会長 井上 愼一 様

船橋三田会 副会長 見崎 一郎 様

船橋三田会 副会長 武藤 和行 様

千葉三田会 会長 川口 幸雄 様

千葉三田会副 会長 永井 廉 様

千葉三田会 副会長 篠原 敬治 様

八千代三田会 副会長 江原 富雄 様

八千代三田会 副会長 有薗 順子 様

四街道三田会 会長 林 堯夫 様

【講演会講師】

慶應義塾大学 名誉教授 田中 俊郎 様

【エンターテーナー】

市川三田会 岡野 嘉久様（ギター）

四街道三田会 堀口 俊一郎様（ベース）

ハワイアン三田会 三浦 照雄様（スチール）

第１部 総会

司会、○○幹事の開会宣言で定刻開始、塾歌斉唱・保谷

会長挨拶のあと、○○副会長を議長に選出し議案審議に

入った。審議事項は次の通り。

第１号議案 平成２３年度活動報告

第２号議案 平成２３年度会計報告（案）

第３号議案 平成２４年度活動計画（案）

第４号議案 平成２４年度会計予算（案）

第１号議案～第５号議案まで審議事項ごとに報告と説

明があり、夫々について全員一致で賛同を得、滞りなく

終了した。

第２部講演会

講師： 慶應義塾大学名誉教授 田中 俊郎 先生

演題： 欧州経済危機と EU 統合のゆくえ

1952 年に発足した欧州石炭

鉄鋼共同体（ECSC）の発展形で

ある EU の歴史の概要に始まり、

現在に至るまでまで EU が迎えた第一次危機（金融・銀行

危機）及び第二次危機（ギリシャ危機・南欧危機及びソルビ

ン危機と国家危機）の内容と、これらの危機に対するこれま

での対応策等の説明があった。

EU のこれからの動向は我が国の経済に与える影響が強く、

参加者全員真剣に傾聴した。
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第３部 懇親会

四街道三田会・堀口俊一郎氏が率いるハワイアンバンド（ス

チールギター・ギター・ベース）の演奏で、青春時代の懐か

しき曲（８曲）に聞き惚れた。

佐倉三田会からもカラオケ愛好会のメンバー三名が、歌手

として出演した。

第５回佐倉三田会ファミリーパーティー報告

開催日 平成２４年１２月１９６日（日）

午後６時～午後８時半

会場 ウィシュトンホテル・ユーカリ

参加者 ４０名

講演及び尺八演奏

講師・奏者 牧原一路氏（慶應ＯＢ）

演題 一休さんと尺八

懇親会

１部 ビンゴゲーム

２部 カラオケ

◇牧原さんの素敵な尺八演奏と軽妙なお話に堪能。

ビンゴゲームでは全員ささやか

ですが賞品を手にして童心に

帰って楽しむことができました。

カラオケは、牧原さんの尺八の

伴奏付という、初めての体験で

カラオケ愛好会の面々が美声（？？？）を披露しました。

平成２４年度活動報告

幹事会

原則毎月最終日曜日に開催（８，１２月休会）

愛好会活動と近隣三田会及び佐倉稲門会との交流

愛好会活動は年々範囲を広げ、近隣三田会や佐倉稲

門会との相互交流が進んでいます。（詳しくは、「各愛好

会活動報告」をご覧ください。

前年度同様、八千代・千葉・船橋三田会及び佐倉稲門

会総会に出席。これらの会からも佐倉三田会総会に参

加をいただきました。

また、愛好会活動においても相互交流が進んでいます。

また、千葉県合同三田会総会にも参加しました。

後援活動では、「新保友紀子リサイタル」を後援しました。

特筆すべきは、千葉県内の囲碁を愛する三田会メンバー

による「千葉囲碁三田会」の発足と、佐倉稲門会と合同講

演会を始めて開催したことです。

平成２５年度活動計画

幹事会 ８，１２月を除く毎月最終日曜日開催

行事  ６月２７日（金）佐倉稲門会との合同講演会

７月７日（日）第１３回総会・講演会・懇親会

１２月１５日（日）第５回ファミリーパーティー

近隣三田会との交流

佐倉稲門会、八千代・船橋・千葉・四街道各三

田会との交流…総会への相互参加、愛好会活

動の相互交流、佐倉稲門会との合同講演会開

催

千葉県合同三田会への積極的参加

慶應義塾との交流

平成２５年度基本課題

「会員数の増大」に特化して取り組みます。

これを達成するべく、幹事一丸の努力のみならず、皆さま

のお知恵とお力をお借りしたいと存じます。

愛好会・三田会サロン活動報告

【ゴルフ愛好会】

門会 19 名、三田会 18 名の合計 37 名の参加者で親睦

を深め、今後の定期大会の道筋が定まりました。

2011 年は 3 月 11 日の東日本大震災で、恒例の親睦

対抗戦を急遽中止、延期致しましたが、その後は予定通りの

年間行事を開本愛好会は、ゴルフを通じて会員の健康と親

睦を図ることを目的に 2001 年（平成 13 年）９月に結成

され、その 9 月に第１回ゴルフ大会を習志野ＣＣにて開催

しました。201３年 4 月までに合計５９回（i.e.定例ゴルフ
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２５回、オープン・ファン･ゴルフ１９回、八千代三田会親睦・

対抗ゴルフ１０回、佐倉三田会創立 10 周年記念大会、

新たに四街道三田

会との親睦大会 3

回、佐倉稲門会親

睦大会 1 回）と多く

の大会を重ねており

ます。また昨年は、

佐倉稲門会との記

念すべき第 1 回目の親睦ゴルフ大会を 11 月 12 日

（月）佐倉ＣＣにて開催し、稲催しております。近年は近隣

三田会、稲門会との交流にも注力し、四街道三田会及び

佐倉稲門会との相互交流が活発になりました。今後とも近

隣三田会、佐倉稲門会との交流親善に努めたいと思いま

す。尚、特記事項として 2010 年 9 月 7 日（火）に泉ＣＣ

にて「佐倉三田会 10 周年記念」の拡大 Open Fun

Golf 大会を開催し、好天にも恵まれ愛好会メンバーのご

家族、塾員ご友人、96 名（男性86 名、女性10 名）と多

くの方々にご参加頂き、メンバーの結束の強さを再認識し

たことでした。201３年（平成 25 年）は、３月 2６日（火）、

泉 CC での八千代三田会との親睦・対抗ゴルフ会で本年・

ゴルフ行事の幕開けとなりました。201３年の行事予定は

下記の通りです。

第１０回 八千代親睦・対抗ゴルフ  3 月 2６日（水）  

泉 CC 終了

第 2６回 定例ゴルフ       5 月 10 日（金）

総武ＣＣ  

第２０回 Open Fun Golf    ７月８日（月）   佐

倉ＣＣ

第 2７回 定例ゴルフ      １０月 11 日（金）

泉ＣＣ

第 2 回  第 2 回稲門会親睦大会   11 月 5 日（火）

OR 1１日（月） 後日決定

第２１回 Open Fun Golf    12 月 2 日（月） 佐

倉 C.C 予定（忘年会を予定）

定例ゴルフは、全員ハンディキャップの下で順位を競う

公式競技とし、オープン・ファン・ゴルフは順位を競わず

楽しくプレーをし、歓談して頂くことをモットーとした会です。

多くの女性の方々に是非ご参加頂きたいと思いますので、

女性の皆様のご参加を心よりお待ち致します。尚、

今年 3 月に従来のハンディキャップの見直しを行い、第

26 回定例ゴルフより新ハンデキャップ適用でのプレーとな

ります。

愛好会の会員数は現在約４０名です。平成２５年度の役

員は、会長：下山博（法 35 年）、副会長：橋本政彦（法

41 年）、杉浦奟士

郎（商 43 年）、新

幹事・今井正弘（経

45 年）の 4 名で担

当致す予定です。

ご協力の程、宜しく

お願い致します。

メンバー各位の憩い、交流の場として益々発展出来ます

よう一層の努力を致したいと考えておりますので宜しくご支

援お願い致します。

（S41 法） 橋本政彦

【囲碁愛好会】

囲碁愛好会は平成 14年 9月発足し、節目の 10年目を

迎えました。会員数も２１名となり会員相互の親睦の場とし

て定着して参りました。（現在の会長は永田修氏）

当愛好会の活動としては、定例会として、毎月第 2 土曜

日京成佐倉駅前ミレニアムセンターにて午後 1 時から 5時

まで行っております。出席者は 10 名前後で対局のあとは、

近くで反省会が行われ、いろいろな話題に花を咲かせてお

ります。

囲碁大会は 1 月に

「新年囲碁大会」、５月

に合宿形式で「合宿囲

碁大会」と１０月に総会

のあと「囲碁大会」を開

催しています。
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「合宿囲碁大会」はここ２,３年、生命の森リゾート日本エ

アロビクスセンターにて開催し、船橋、四街道、千葉三田

会からも参加され 15 名前後で盛大に執り行っています。

また対外試合として年 1 回佐倉稲門会と団体戦が行われ

通算６回慶早戦が行われました。

他にも船橋三田会と

も交流があり、船橋

慶早戦の応援に春、

秋 3～4 名参加して

おります。

また、千葉県各地域

三田会の囲碁愛好

会および「囲碁三田会」の千葉県在住者を対象に「千葉囲

碁三田会」（会長は船橋三田会前会長の山下功氏）が設

立されました。

第１回の大会は平成２５年春に開催されました。

駄目、布石、捨て石、定石など数多くの囲碁用語はその

まま日本語の慣用句として定着しています。「老いては碁に

従え」！！

この機会に是非入会して新たな世界を築いて下さい。入会

をお待ちしております。

（S48 年工 柳原実）

【麻雀愛好会】

会員登録数 約４０名

毎月第四土曜日１２：００より

市内の雀荘で開催。

年３回は豪華賞品（北海道

の海の幸が喜ばれているの

で）つきの大会を開催。

優しいルールで、いくら負けても上限打ちきりなので、心配

無用。最近では四街道三田会から６名ほどの参加と従来

から参加いただいている千葉三田会１名（人見さ

ん）を含めて、かなりの大所帯になってきましたので、主催

者側として、メンバー調整に一苦労することもあります。

皆さま麻雀好きな方々ばかりなので、和気あいあいで熱中

しています。

又、月一回では物足りないと思っている方も多いので、有志

で不定期ではありますが、二

組ぐらいで集まって打ってま

す。そして年３回の大会の後、

表彰式を兼ねて懇親会があ

り、尚一層杜あがえいます。

この大会を楽しみにしている方々が多く、これ以上参加者

が増えると、雀荘のスペースの関係で場所を変えなければ

ならないと思うほどの嬉しい悩みが発生しようとしています。

（S44 政 池田巌）

【カラオケ愛好会】

カラオケ大好き人間が集まって、愉快なひと時を過ごして

います。平成２４年度は６回開催しました。

第２９回  ５月２０日 １４名

第３０回   ８月３日 ９名

第３１回   ９月９日 １４名

第３２回  １０月５日 ９名

第３３回 １１月１８日 １３名

第３４回  ２月１７日 １１名

ご覧の通り、開催日は不定期です。

メンバーは佐倉三田会以外に八千代三田会、四街道三田

会の皆さんや佐倉三田会会員のご友人等が参加。

参加者数が多いに

こしたことはありませ

んが、余り多いとな

かなか出番が回っ

てこないので、上記

の参加者数は妥当なところでしょう？

お酒が入って、賑やかなカラオケ会になりますが、最近

少々賑やかになりすぎる傾向がありました。

これからは「歌中心」の会にするつもり…。

（S36 政） 新保雅義
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【佐倉三田会サロン】

佐倉三田会サロン（史跡散策会）

江戸時代になって江戸と主要各地を結ぶ街道（東海道、

中山道、奥州・日光街道、甲州街道）が整備され、一定間

隔ごとに宿場がつくられました。各街道の日本橋にもっとも

近い宿場は江戸四宿（品川宿・板橋宿・千住宿・内藤新宿）

と呼ばれ今でも江戸の宿場町の名残りをとどめています。

そこで三田会サロン（史跡散策会）では、その中でも昔の

宿場町の風情を色濃く残す品川宿・板橋宿・千住宿をシリ

ーズで取り上げ、その第１回目として旧東海道「品川宿」辺

りを中心に見て歩きました。

◆ 第 22 回サロン（H24.11.25）「東海道・品川宿あたり」

この日昼過ぎ JR 品川駅に集合した総勢 20 名は東

海道を品川宿目指して歩き始めました。マラソンでお

馴染みの八ッ山橋の先にある京浜急行の踏切を渡る

と 旧 東 海 道

「品川宿」です。

「品川宿」沿い

には、問答河

岸跡、土蔵相

模跡、御殿山砲台跡、利田（ｶｶﾞﾀ）神社、品川宿本陣

跡、品川神社、東海寺、荏原神社、品川宿脇本陣跡、

品川（ﾎﾝｾﾝ）寺、海雲寺など旧東海道当時の史跡や

由緒ある寺社が数多く残っており、それぞれの逸話や

挿話を見聞きしながら立ち寄ると興味が尽きません。

途中右手に見える御殿山の高台の一角に建つ北品川

の総鎮守である品川神社は、家光が建立した東海寺

の鎮守となったことから徳川家の庇護が厚く、また佐倉

城主堀田正盛が寄進したと言われる石造りの鳥居と水

盤が残り佐倉市の住人として親しみを覚えます。正面

の 53段の石段を上がった境内には富士山信仰に基づ

く富士塚（高さ約 10m）があり、富士山に登ったと同じご

利益を得ようという図々しい当会メンバーの登頂の嬌

声を聞きながらお詣りを済ませました。山上からの眺望

は、現在は高層ビルに阻まれて遠くまで見渡せません

が 、 昔 は

遮るものも

なくさぞか

し絶景だっ

た と 思 わ

れます。

「品川宿」は京急青物横丁駅辺りで終わりますが、

旧東海道はその先も続き旧道跡をさらに約 1.5km を

歩いて京急立会川駅に着いたのは午後４時半。品川

駅からおおよそ一里の行程を寄り道しながら３時間ほど

かけて歩き、多少の疲労をにじませた高齢者の一行は

電車で北品川へ戻り旧東海道沿いの居酒屋「ひょう箪」

で反省会（懇親会）を行い喉の渇きを潤したのでした。

  次回の見て歩きは、「中山道・板橋宿あたり」を予定し

ています。

(S45 工) 萩原隆一

愛好会及び佐倉三田会サロン連絡先

ゴルフ愛好会 橋本政彦

☎&Fax: 043-461-7764

メール： fwij4695@mb.infoweb.ne.jp

囲碁愛好会 柳原実

☎&Fax: 043-461-0497

メール： yana@catv296.ne.jp

麻雀愛好会 池田 巌

☎&Fax: 043-489-6924

メール： ikeda@kpa.biglobe.ne.jp

カラオケ愛好会 新保雅義

☎&Fax: 043-461-1965

メール： mmyt2525@yahoo.co.jp

佐倉三田会サロン 萩原隆一

☎&Fax: 043-461-9154

メール： tkk.hagiwara@orchid.plala.or.jp

皆様のご参加をお待ちしております
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特別寄稿

海外に居住して

(S45 工) 守田 章

14 March, 2013 （在ＫＬ）

佐倉三田会の皆様、御無沙汰をし

ております。住み慣れた佐倉を離れマレーシアに居を

定めて約一カ月が過ぎました。落ち着いた生活には未

だ程遠いのですが、現地での生活状況をご報告すると

ともに海外生活を計画される方々の一助となるよう

な情報について書き記したいと思います。

マレーシアには 2002 年から二年間の駐在経験が

あり、その時に長期滞在希望者を対象としたMalaysia 

My Second Home Program (MM2H)という優遇

Visa 制度があることを知りました。また、親日的な

国民性、英語が通じる生活のしやすさ、多様な食文化、

ストレスのない生活環境などに魅力を感じ定年退職

後には再びこの地で生活をしてみたいとかねがね望

んでおりましたが、この度念願が叶い 3 月より Kuala 

Lumpur (KL)で妻と二人ののんびりとした生活を始

めております。

住まいは KL 都心

から 7km 程離れた

住 宅 地 に あ る

Condo(所謂マンシ

ョン)です。KL は東

京に比べると小さ

な街で 7km も離れると郊外の様相になります。丁度

ユーカリが丘の高層マンションの一室といった格好

でしょうか。この地域は治安が良く日本人駐在員も多

く住んでおりローカル色は全く感じられず面白みが

ないのですが、治安の良さには代え難くこの地を選び

ました。

住まいの次はマレーシアで欠かせない食とゴルフで

すね。

食事は家食と外食がほぼ半々です。ローカルの Nasi 

Goleng(炒飯)、Mee Goleng(焼そば)、海鮮、Steam 

Boat(火鍋)、Sate(焼鳥)、チキンウィング、KFC、

Mac 等々、勿論和食もモドキを含めて身近に体験でき

ます。 とにかく料理は豊富で、口に合ったものを試

しながら、あちらこちらの店を食べ歩いています。妻

曰く、外食のほうが圧倒的に安いとのことです。家食

用の食材はスーパーマーケットで買い求めています。

地元の市場(Wet Market)に比べ高めですが、日ごろ

見慣れている食材が手に入るので利用しています。慣

れてくれ

ば市場が

専門にな

るのでは

ないでし

ょうか。

ゴルフ

は残念ながら未だ 3 回しか経験していません。友人が

メンバーシップを持っているゴルフ場に行きました。

家から車で 15 分のところにあります。近くて良いで

すよね。距離は 6000m(約 6560y)、Water Hazard

や Bunker は少ないのですが、ラフに入れればロスト

を覚悟しなければなりません。スコアは？、言わぬが

花でしょう。料金は RM63(約 1900 円)でお得です。

ゴルフの後はメンバーと遅めの昼食をとり、家に帰れ

ば昼寝と決め込んでいます。

KL は車社会です。特に私の住む町には公共交通機

関はタクシーしかあ

りませんので車を購

入しました。交通は

左側通行で日本と同

じなのですが幹線道路は一方通行が左右に並んでい

る構造で、目の前にある場所にも大回りをしなければ

行けませんのでナビは必須アイテムです。 今では
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Garmin という世界対応の機種がありソフトさえ入れ

ればマレーシアでも使え重宝しています。

海外に居住するに当たっての原則は自己責任とい

うことです。定年退職後は会社という組織の後ろ盾は

ありませんので、トラブルは自分で解決しなければな

りません。従って自分の対話能力に応じた行動範囲を

決めていかなければならないと思っています。

MM2H Visa の取得、預託金の銀行口座開設までは

代理店が手伝いをしてくれます(これも個人で手続き

をするツワモノもいます)。その後、住まうための準備

は、現地にいる友人や任意団体から情報を集めること

ができますが、交渉は自分でしなければなりません。

その意味でも、生活会話程度の英語能力とインターネ

ットスキルは必要と思います。

生活をしているとトラブルにも会います。特に住ま

いに関しては、鍵が開かない、ガスが来ない、ブレー

カが落ちたと、その度に管理事務所に電話して直しに

来てもらいます。不動産屋との交渉も苦労しました。

後で笑って済ませられるので良いのですが、こと身体

に関わる自動車事故でも起こしたらそれこそ最悪で

す。そうならないよう心しています。

もう一つ重要なことは医療に関してでしょう。こち

らでは、日本人の医師、日本語が判る現地医師、通訳

の看護師等がいる病院が数多くあり、医療設備も充実

しています。しかし日本のような公的医療保険はあり

ませんし、60 歳以上は基本的に民間の医療保険にも

加入できません。全額自己負担になりますので、風邪

で医者に掛かっただけで投薬量も含めて 10,000 円

程の負担となります。腹痛で病院へ行ったら検査の前

に 100 万円の現金を積めと言われた日本人もいるよ

うです。医者の世話にならないためにも体調が思わし

くなければ休む、無理は絶対にしないなどの自己管理

が重要と思います。

皆様の一番の関心事は、生活費についてと思います。

生活を始めて一月弱ですので正確には計算できない

のですが、住宅費も含めて月の生活費を 30 万円でや

っていこうと思っています。贅沢はできませんが無理

な節約も必要ないと予想しています。TV や本で最近

見かける国民年金の月 6 万円で生活するには相当の

リスク管理と現地人並みの暮らしを受け入れる覚悟

が必要です。KL の平均世帯月収は既に RM5,000(約

15 万円)を超えています。このことから見ても貨幣価

値は 2 倍程度が妥当と思って出費を考えればよいの

ではないでしょうか。

厳しいことを書きましたが、十分な情報収集と事前

準備をすれば日本にいる以上に楽しい生活ができる

ことは間違いありません。一度海外生活を経験されて

は如何でしょうか。佐倉三田会の方々が長期滞在組に

加わることを心よりお待ちしています。

「編集者追記」

佐倉三田会の会員の有志の皆さまは、タイ・チェン

マイ旅行を例年楽しんでいます、又、昨年はやはり有

志の方達が台北旅行を挙行しました。

佐倉三田会の活動は、ますます International に

なっています。守田さん、お元気でお過ごしください！
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片山杜秀氏プロフィール  「Wikipedia より抜粋」

仙台市生まれの東京育ち。

小学校から高校まで暁星小

学校・中学校・高等学校に

通う。慶應義塾大学法学部

政治学科卒、同大学院法学

研究科博士後期課程単位

取得退学。慶應では蔭山宏

に師事。ただし大学院修士課程は慶應ではなく、橋川文

三を慕って明治大学に行っている。専攻は政治思想史。

学部時代は許光俊、宮崎哲弥と親しく、音楽の話題に興

じ、宮崎とは、山本薩夫の映画『戦争と人間』ごっこをして

遊んだ。また、慶應義塾大学では弁論部に所属した。大

学院時代からライター生活に入り、『週刊 SPA!』のライタ

ー、産経新聞のクラシック音楽演奏会批評家、月刊誌『レ

コード芸術』のレギュラー執筆者などを務めた。特に『週

刊 SPA!』で’94 年から’02 年まで続いたコラム「ヤブを睨

む」は、政治、歴史、右翼ネタ、演劇、映画、音楽、文学、

スポーツなど、幅広い内容で、一部でカルト的人気を得た。

この 400 回以上のコラムは ’10 年に単行本化された。同

時期には、ビジネス誌『ベンチャークラブ』に日本近代珍

商売紹介、アニメ誌『MEGU』に新作洋画レヴュー、映画

誌『プレミア』に「幻の日本映画探検隊」、『CD ジャーナル』

に「世紀末現代音楽講釈」など、10 本以上の連載を抱え

た。現在は朝日新聞の音楽評を担当。2009 年から 2010

年には読売新聞の読書委員を務めた。

思想史研究者としては、、中今という概念、安岡正篤、三

井甲之などを取り上げ、原理日本社を再検討する一部学

界の動向に影響を与えた。音楽評論家としては、伊福部

昭の再評価、大澤壽人の楽譜発掘、ナクソス・レーベル

の日本作曲家選輯の企画構成などを行い、日本近代音

楽史の読み直しをはかっている。

‘80 年代から慶應義塾女子高等学校、桑沢デザイン研究

所、駿河台大学文化情報学部などの非常勤講師を務め

た。2008年より母校に勤務。2009年から2011年まで国際

日本文化研究センター客員准教授。2006 年京都大学人

文科学研究所より「戦前日本の作曲界の研究」で人文科

学研究協会賞を授与される。’08 年『音盤考現学』『音盤

博物誌』で吉田秀和賞およびサントリー学芸賞受賞。’12

年『未完のファシズム――「持たざる国」日本の運命』で

司馬遼太郎賞受賞。夫人は、声楽家の藍川由美。

【著作】

 『近代日本の右翼思想』（講談社選書メチエ、’07

年）

 『音盤考現学――片山杜秀の本 1』（アルテスパ

ブリッシング、’08 年）

 『音盤博物誌――片山杜秀の本 2』（アルテスパ

ブリッシング、’08 年）

 『クラシック迷宮図書館――片山杜秀の本 3』（ア

ルテスパブリッシング、’10 年）

 『続クラシック迷宮図書館――片山杜秀の本 4』

（アルテスパブリッシング、’10 年）

 『ゴジラと日の丸――片山杜秀の「ヤブを睨む」コ

ラム大全』（文藝春秋、’10 年）

 『未完のファシズム――「持たざる国」日本の運

命』（新潮選書、’12 年）

 『片山杜秀の本 5 線量計と機関銃──ラジオ・カ

タヤマ【震災篇】』（アルテスパブリッシング、’12

年）

 『国の死に方』（新潮新書、’12 年）

【懇親会エンターテイメント】

慶應落研から三名の落語家の卵？をお呼びします。

朝寝坊 夜楽（あさねぼう やらく） 理工学部４年生

三笑亭 空巣（さんしょうてい からす） 文学部３年生

金原亭 お駒（きんげんてい おこま） 文学部３年生
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佐倉三田会 平成２４年度会計報告

（H24 年 4 月 1 日～H25 年 3 月 31 日)
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